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秋
の
行
事
の
ご
報
告

村
松
真
理
子
・
工
藤
和
俊

味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場
〝
東
大
生
へ
向
け

て
の
食
育
〞

フ
ラ
ン
ス
の
料
理
人
達
と
教
育
界
の
行
う
「
味
覚

の
一
週
間
」日
本
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
協
力
す
る
イ
ヴ
ェ

ン
ト
も
今
年
で
九
回
目
。
十
月
二
一
日
（
月
）、
今
回

は
特
に
「
種
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
中
西

徹
教
授
の
レ
ク
チ
ャ
ー
「
種
、
食
、
健
康
と
貧
困
を

考
え
る
」。
豊
か
な
国
と
発
展
途
上
に
あ
る
国
の
双

方
で
、
い
か
に

種
子
の
問
題
が

人
々
の
食
生

活
、
農
業
だ
け

で
な
く
個
人
の

命
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
を
、

経
済
学
・
社
会

学
の
観
点
か
ら

わ
か
り
易
く
お

話
し
下
さ
い
ま

し
た
（
二
ペ
ー

ジ
の
ご
寄
稿
も

お
読
み
下
さ
い
）。
続
い
て
、O

m
e

 F
arm

の
池
浦

秀
行
氏
に
、
若
い
メ
ン
バ
ー
が
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ

ン
や
ア
ー
ト
等
の
業
種
か
ら
食
・
農
の
世
界
に
入
っ

て
は
ち
み
つ
や
有
機
野
菜
を
作
る
に
至
っ
た
の
か
、

地
元
の
生
産
者
の
方
達
と
の
交
流
は
ど
の
よ
う
に
生

ま
れ
た
か
等
、
実
際
の
経
験
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
ル
ヴ
ェ
ソ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
伊
藤
シ
ェ

フ
が
朝
、
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
野
菜
を
使
っ
た
レ

セ
ピ
ー
を
伝
授
下
さ
り
、
参
加
会
員
の
皆
さ
ん
と
学

生
達
、
総
勢
四
〇
人
ほ
ど
が
、
バ
タ
ー
ナ
ッ
ツ
・
ス

ク
ヮ
ッ
シ
ュ
（
か
ぼ
ち
ゃ
）
等
の
食
材
で
一
人
暮
ら

し
で
も
作
れ
る
簡
単
で
美
味
し
い
お
料
理
と
、
青
梅

産
の
有
機
栽
培
固
有
種
の
人
参
や
小
松
菜
等
の
本

物
の
味
を
、
ワ
イ
ン
や
（
未
成
年
は
）
有
機
ぶ
ど
う

ジ
ュ
ー
ス
と
試
食
し
ま
し
た
。

秋
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
「
東
大
教
員
と
巡
る
駒

場
博
物
館
と
キ
ャ
ン
パ
ス
」

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
会
員
同
士
お
よ
び
会
員
と
教
員

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昨
年
よ
り

始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
本
年
は
、
秋
晴
れ
に
恵
ま

れ
た
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
日
に
開
催
さ
れ
、
会
員

三
〇
名
と
教
養
学
部
の
教
員
六
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
は
ま
ず
、
駒
場
博
物
館
秋
季
特
別
展
と
し

て
開
催
中
の
「
東
大
野
球
部
の
歴
史
展
」
を
東
大
公

式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
篠
原
一
郎
様
に
解
説
頂
き
な
が
ら

見
学
し
ま
し
た
。
第
一
高
等
学
校
時
代
ま
で
遡
る
貴

重
な
資
料
か
ら
は
、
学
問
の
み
な
ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
に

お
い
て
も
全
国
に
先
駆
け
て
新
た
な
探
求
を
志
す
学

生
の
姿
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
輸
入
さ
れ
た
「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
に
一
高
野
球

部
Ｏ
Ｂ
の
中
馬
庚
氏
が
「
野
球
」
と
い
う
訳
語
を
付

け
た
こ
と
や
、
東
大
野
球
部
が
こ
れ
ま
で
六
大
学
野

球
で
七
名
の
首
位
打
者
を
輩
出
し
た
こ
と
な
ど
、
創

部
百
周
年
を
迎
え
た
東
大
野
球
部
を
益
々
応
援
し

た
く
な
る
数
々
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

博
物
館
見
学
の
後
は
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
三
階
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
、

会
員
と
教
員
が
楽
し
く
語
り
合
い
な
が
ら
昼
食
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
駒
場
博
物
館
折
茂
克
哉
先
生

の
案
内
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
晴
天
に
恵

ま
れ
た
秋
の
ひ
と
時
、
楽
し
い
交
流
会
が
開
催
で
き

ま
し
た
こ
と
を
参
加
者
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
秋
の
講
演
会
」

今
年
度
は
入
学
式
以
来
、
東
大
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
問
題
が
注
目
さ
れ
た
年
で
し
た
。
従
来
か
ら

キ
ャ
ン
パ
ス
の
多
様
性
や
国
際
化
を
支
援
し
て
き
た

東
大
駒
場
友
の
会
と
し
て
も
、
研
究
と
学
生
生
活
の

双
方
の
観
点
か
ら
こ
の
テ
ー
マ
の
理
解
を
深
め
る
秋

の
講
演
会
を
十
一
月
二
三
日
（
土
）
に
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
は
ア
メ
リ
カ
文
化
史
・
大
衆
文
化
研
究
の
専

門
家
、
能
登
路
雅
子
名
誉
教
授
の
ご
講
演
「
教
育

研
究
の
な
か
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー@

kom
ab

a @
D

isn
ey 

@
N

erim
a

」。
ア
メ
リ
カ
女
性
史
研
究
が
ど
の
よ
う

に
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
か
に
始
ま
り
、
西
部
開
拓
史

に
お
け
る
女
性

の
役
割
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
の
ミ
ッ

キ
ー
と
ミ
ニ
ー

の
描
か
れ
方
や

ヒ
ロ
イ
ン
像
の

変
遷
ま
で
、
興

味
深
い
ジ
ェ
ン

ダ
ー
論
の
切
り

口
か
ら
ア
メ
リ

カ
文
化
研
究
に

つ
い
て
の
お
話

が
広
が
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、

昭
和
初
期
の
木

造
分
譲
住
宅
の
「
文
化
住
宅
」
を
保
存
活
用
す
る
活

動
の
ご
経
験
を
モ
デ
ル
に
、
歴
史
的
な
分
析
を
日
本

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
と
し
て
深
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。

第
二
部
は「
駒
場
と『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』̶

昨
日
、今
日
、

明
日
…
」。学
生
相
談
所
の
細
野
正
人
先
生
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
よ
る
学
生
四
人
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
、
太
田
邦
史
学
部
長
と
本
学
の
四
本
裕
子
先
生
、

広
瀬
友
紀
先
生
、
高
橋
宗
五
名
誉
教
授
ご
参
加
の

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
で
し
た
。
学
生
た
ち
が
勉
学
へ

の
思
い
や
希
望
を
こ
め
、
そ
の
た
め
の
環
境
や
サ
ー

ク
ル
活
動
等
に
つ
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
視
点
か
ら
紹

介
し
て
く
れ
、
太
田
学
部
長
は
じ
め
先
生
方
が
、
専

門
的
観
点
や
経
験
を
交
え
て
学
生
た
ち
の
言
葉
に
応

答
し
な
が
ら
、
駒
場
の
現
状
と
社
会
で
目
指
さ
れ
る

べ
き
あ
り
方
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。
参
加
は

会
員
と
学
生
教
員
も
含
め
九
〇
人
ほ
ど
。
続
く
茶
話

会
で
も
懇
親
を
深
め
つ
つ
熱
心
に
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
形
を
と
も
に
考
え

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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種
、
食
、
健
康
と
貧
困
を
考
え
る

中
西　
徹

先
進
国
の
エ
リ
ー
ト
は
、
自
己
管
理
の
証
と
し
て

身
体
も
ま
た
「
ス
マ
ー
ト
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

日
々
の
「
食
」
の
質
に
注
意
す
る
。
最
近
は
、
欧
米

は
も
と
よ
り
、
日
本
で
も
、
有
機
農
産
物
が
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
発
展
途
上
国
の
人
々

が
直
面
し
て
い
る
貧
困
、
食
と
健
康
の
問
題
か
ら
種

子
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

世
界
銀
行
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
〜
二
〇
一
五
年

の
二
五
年
間
で
、
世
界
の
貧
困
者
数
は
約
一
九
億
人

か
ら
約
七
億
人
に
、
貧
困
率
も
三
六
％
か
ら
一
〇
％

に
減
少
し
た
。他
方
で
、経
済
学
者
ピ
ケ
テ
ィ
の『
二
一

世
紀
の
資
本
』
や
歴
史
学
者
ハ
ラ
リ
の
『
ホ
モ
・
デ

ウ
ス
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
〇
、一
％
以
下
の
強
者

（
超
富
裕
層
）
と
九
九
、九
％
以
上
の
弱
者
（
無
用
者

層
）
の
二
階
層
社
会
が
現
実
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う

観
察
も
新
し
い
。
現
代
社
会
で
は
、
貧
困
緩
和
と
格

差
拡
大
が
同
時
に
生
じ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、「
少
な
く
と
も
一
部
の
エ
リ
ー
ト
層
は
、
次
の

よ
う
に
結
論
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
無
用
な
貧
し
い

人
々
の
健
康
水
準
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、あ
る
い
は
、

標
準
的
な
健
康
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
さ
え
、
意
味

が
な
い
、･･･

と
。」（
訳
書
下
巻
一
八
六
頁
）
と
い
う

ハ
ラ
リ
の
指
摘
は
大
き
な
問
題
を
我
々
に
提
起
し
て

い
る
。

こ
こ
で
ま
ず
、
注
意
す
べ
き
は
、
も
は
や
飢
餓
だ

け
が
貧
困
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
の
経
済
学
者
デ
・
ジ
ャ
ン
ブ
リ
ら
は
、
全
世
界
の

肥
満
人
口
は
飢
餓
人
口
の
三
倍
を
数
え
、
う
ち

六
二
％
が
発
展
途
上
国
の
人
々
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
そ
れ
は
、
発
展
途
上
国
に
お
け
る
肥
満
人
口

が
飢
餓
人
口
を
遙
か
に
凌
駕
し
て
い
る
と
い
う
衝
撃

的
な
事
実
を
意
味
す
る
。
私
た
ち
は
発
展
途
上
国
の

肥
満
の
問
題
に
も
、
も
は
や
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

い
の
だ
。

代
表
例
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

世
界
銀
行
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
発
展

途
上
国
の
中
で
は
出
生
時
平
均
余
命
は
高
く
、

一
九
六
〇
年
で
は
一
八
九
カ
国
中
八
五
位
（
五
七
、九

歳
）
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
は
、
医
療
技

術
も
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
、
乳
幼
児
死
亡
率
が
激
減

し
、
生
活
水
準
が
上
昇
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
〇
一
七
年
に
は
一
九
九
カ
国
中
一
四
四
位（
六
九
、二

歳
）
に
ま
で
相
対
的
順
位
を
下
げ
た
。
ま
さ
に
健
康

に
お
け
る
「
中
進
国
の
罠
」
と
い
え
よ
う
。
そ
の
一

因
は
、
人
々
の
死
因
の
変
化
に
あ
る
。
最
大
の
死
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
結
核
や
消
化
器
系
疾
患
が

減
少
し
、
循
環
器
系
疾
患
、
糖
尿
病
、
癌
と
い
っ
た

生
活
習
慣
病
が
死
因
と
し
て
急
増
し
た
た
め
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
貧
困
で
あ
っ
た
階
層
は
、
急
速
に
、

し
か
し
中
途
半
端
に
所
得
が
増
加
す
る
と
き
、
ジ
ャ

ン
ク
フ
ー
ド
や
化
学
薬
品
と
砂
糖
漬
け
の
低
品
質
の

食
品
を
「
豊
か
な
食
」
と
勘
違
い
し
、
食
と
健
康
に

つ
い
て
の
情
報
の
普
及
の
遅
れ
と
相
俟
っ
て
、
嬉
々

と
し
て
食
べ
続
け
る
。

こ
の
事
実
は
、
超
富
裕
層
に
と
っ
て
は
、
些
か
も

憂
慮
す
べ
き
問
題
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
多
く
の

先
進
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
製
品
市
場

規
模
は
狭
隘
に
な
り
、
ま
た
非
熟
練
労
働
も
不
足
し

て
い
る
。
近
年
、
発
展
途
上
国
の
市
場
は
大
き
な
魅

力
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
世
界
人
口
は
増
加
の
一

途
を
辿
り
、
現
在
は
七
〇
億
を
超
え
た
。
も
し
、
こ

の
規
模
が
超
富
裕
層
に
と
っ
て
の
最
適
な
水
準
を
超

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
過
大
な
労
働
人
口

に
よ
っ
て
、
実
質
賃
金
所
得
が
伸
び
悩
み
、
そ
の
結

果
、
購
買
力
や
教
育
投
資
が
減
退
し
、
彼
ら
の
便
益

を
損
な
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
も

は
や
弱
者
は
ハ
ラ
リ
の
い
う
「
無
用
」
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
。

発
展
途
上
国
は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
多
投
す

る
慣
行
農
業
と
は
、
長
い
間
、
無
縁
で
あ
っ
た
。
自

然
交
配
を
繰
り
返
し
て
自
ら
育
種
し
た
固
定
種
を

用
い
た
少
量
多
品
種
の
有
機
農
業
が
各
農
家
で
行
わ

れ
て
お
り
、
持
続
可
能
性
と
多
様
性
を
実
現
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、「
緑
の
革
命
」
に
よ
っ
て
、
短
期

に
は
米
や
と
う
も
ろ
こ
し
の
収
量
は
増
加
し
た
も
の

の
、
種
子
は
、
元
来
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
生
産
し

て
き
た
数
社
の
巨
大
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
が
販
売
す

る
、
し
か
し
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
決
し
て
食
べ
た
が
ら

な
い
、
数
種
の
交
配
種
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
で
は
、
毎
年
種
子
を
購
入
し
農
薬
や
化
学

肥
料
を
多
投
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
代
雑
種
や
遺

伝
子
組
換
え
種
が
農
村
を
席
巻
し
て
い
る
。
当
初
は

先
進
国
の
人
々
か
ら
の
税
金
（
援
助
）
を
利
用
し
、

や
が
て
は
発
展
途
上
国
の
農
民
か
ら
薄
皮
を
剥
い
で

い
く
自
称
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
展
開
さ

れ
て
い
る
と
い
う
批
判
も
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
弱
者
が
活
路
を
見
出
せ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
有
機
農
業
で
あ
ろ
う
。
強
者
が

選
好
す
る
有
機
農
産
物
は
、
決
し
て
大
量
生
産
は
で

き
な
い
。
生
産
者
側
の
弱
者
が
、
種
子
か
ら
生
産
方

法
ま
で
主
導
権
を
握
り
得
る
。
現
在
、
発
展
途
上
国

で
は
、
日
本
を
含
む
先
進
国
の
有
機
農
業
者
と
の
連

繋
を
深
め
つ
つ
、
少
な
く
な
い
農
家
が
弱
者
の
食
卓

も
見
据
え
有
機
農
業
を
開
始
し
て
い
る
。
今
後
も
、

こ
の
営
為
に
注
目
し
た
い
。

（
本
学
教
授　
開
発
経
済
学
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
研
究
）

東
大
野
球
部
は
創
部
百
周
年

篠
原
一
郎

本
学
野
球
部
は
二
〇
一
九
年
に
創
部
百
周
年
を
祝

い
、
そ
の
式
典
の
写
真
を
最
後
の
原
稿
と
す
る
『
野

球
部
百
年
史
』
が
間
も
な
く
刊
行
さ
れ
る
。
筆
者
は

そ
の
編
集
委
員
と
式
典
委
員
を
務
め
た
。

日
本
で
最
初
に
設
立
さ
れ
た
大
学
な
の
に
、
東
京

六
大
学
野
球
リ
ー
グ
戦
で
戦
っ
て
い
る
大
学
の
中
で

今
年
度
開
催
し
た
協
賛
の
音
楽
会

七
月
十
六
日　

第
一
四
一
回
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会

ジ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ッ
セ
ル
（
オ
ル

ガ
ン
）。
曲
目
は
、
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
、
Ｊ
・
Ｈ

・
ブ
ッ
ト
シ
ュ
テ
ッ
ト
、
Ｊ
・
Ｇ
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
、

Ｗ
・
Ａ
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
ど 

十
一
月
八
日　

第
一
四
二
回
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会

平
中
弓
弦
（
オ
ル
ガ
ン
）、
ア
ン
ダ
ー
ス
・
ユ
ン

ガ
ー 

シ
ャ
ペ
ロ
ン
（
フ
ル
ー
ト
）。
曲
目
は
、
坂

本
日
菜
、
ミ
シ
ェ
ル 

ブ
ラ
ヴ
ェ
、
ア
ン
ダ
ー
ス

・
ダ
ー
ン
マ
ン
、
武
満
徹
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最
後
に
加
盟
し
て
い
る
。
旧
制
一
高
の
名
投
手
内
村

祐
之
（
元
プ
ロ
野
球
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
、
野
球
殿
堂

入
り
）
が
、
一
九
一
八
年
に
三
高
と
早
慶
学
習
院
の

四
校
す
べ
て
に
完
投
勝
利
を
あ
げ
た
翌
年
、
東
大
に

入
学
し
て
、
急
速
に
創
部
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。

創
部
当
初
は
殆
ど
対
外
試
合
を
し
て
い
な
か
っ
た

東
大
が
「
大
会
」
に
出
場
す
る
の
は
六
年
後
の

一
九
二
五
年
、
慶
早
明
立
法
の
五
大
学
連
盟
に
加
盟

し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
早
慶
戦
は
日
本

の
「
最
高
峰
の
野
球
戦
」
と
世
間
か
ら
み
ら
れ
て
お

り
、
東
大
の
苦
戦
は
当
初
か
ら
予
見
さ
れ
て
い
た
。

加
盟
が
疑
問
視
さ
れ
る
む
き
も
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
。
今
も
東
大
歴
代
第
二
位
の
勝
ち
星
を
誇
る
東
武

雄
（
旧
制
一
高
出
身
）
が
「
テ
ス
ト
マ
ッ
チ
」
に
好

投
し
て
、正
式
加
盟
が
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
た
。リ
ー

グ
戦
は
同
年
秋
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

以
来
、
九
十
年
以
上
に
渡
っ
て
本
学
野
球
部
は
苦

闘
の
歴
史
が
続
く
の
で
あ
る
。

大
学
野
球
の
歴
史
は
詳
述
で
き
な
い
が
、
全
国
に

二
十
六
の
連
盟
が
あ
り
、
多
く
の
連
盟
に
は
下
部

リ
ー
グ
が
あ
る
。下
部
リ
ー
グ
が
な
い
の
は
東
京
六
、

関
西
学
生
、
仙
台
六
、
広
島
六
、九
州
六
の
五
連
盟

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
す
べ
て
一
チ
ー
ム
ず
つ
国
立
大

学
が
含
ま
れ
て
い
て
、
み
な
五
つ
の
私
学
と
苦
し
い

戦
い
を
続
け
て
い
る
。
東
京
六
大
学
が
他
の
二
部
以

下
が
な
い
リ
ー
グ
に
比
べ
て
レ
ベ
ル
が
高
い
の
は
、

全
国
大
会
優
勝
回
数
な
ど
を
示
さ
な
く
て
も
感
覚

的
に
理
解
で
き
る
と
思
う
。
こ
う
し
て
、
二
部
落
ち

の
心
配
が
な
い
反
面
、
毎
年
プ
ロ
に
選
手
を
送
り
続

け
る
よ
う
な
他
大
学
と
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

結
果
、
通
算
勝
率
一
割
三
分
程
度
と
い
う
戦
績
が
残

る
の
で
あ
る
。
全
国
で
も
屈
指
の
勝
率
の
低
い
大
学

野
球
部
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
東
大
の
最
高
成
績

は
二
位
が
一
回
あ
る
だ
け
で
三
位
も
な
く
、
殆
ど
が

最
下
位
で
、
現
在
も
四
十
二
連
敗
中
と
い
う
も
の
で

あ
る
（
一
九
三
二
年
春
、
二
大
学
が
欠
場
し
て
三
位

が
一
度
あ
る
）。

し
か
し
、
週
末
に
神
宮
球
場
で
戦
う
こ
と
が
で
き

る
全
国
で
唯
一
の
リ
ー
グ
に
い
る
こ
と
の
意
義
は
極

め
て
大
き
く
、
大
型
連
敗
に
苦
し
む
こ
と
が
過
去
何

度
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
レ
ベ
ル
が
高
過
ぎ
る
こ
の

連
盟
か
ら
脱
退
し
た
い
と
い
う
思
い
が
我
々
か
ら
出

た
こ
と
は
な
い
。
負
け
が
多
い
分
、
勝
ち
点
を
取
っ

た
と
き
の
快
感
は
何
物
に
も
か
え
が
た
い
。

さ
て
、
創
部
と
六
大
学
加
盟
に
寄
与
し
た
二
人
の

大
投
手
は
上
述
の
通
り
、
と
も
に
一
高
出
身
で
あ
る
。

学
校
創
立
は
東
大
と
ほ
ぼ
同
時
期
だ
が
、
野
球
部
の

創
部
は
約
三
十
年
も
早
く
、
し
か
も
ア
メ
リ
カ
の
ス

ポ
ー
ツ
に
日
本
式
の
武
士
道
の
魂
を
入
れ
て
鍛
錬
を

重
ね
、
日
本
に
君
臨
し
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
友

の
会
の
方
々
に
は
ぜ
ひ
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
横
浜

在
住
の
ア
メ
リ
カ
人
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
倒
し
た
こ
と

は
広
く
日
本
国
中
に
伝
わ
り
、
野
球
の
普
及
に
大
き

く
寄
与
し
た
。「
野
球
」
と
い
う
訳
語
を
考
案
し
た

の
も
、
一
高
野
球
部
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
。
旧
制
三
高
と
の

対
校
戦
は
早
慶
戦
休
止
期
間
に
日
本
国
民
の
耳
目
を

集
め
た
し
、
旧
制
高
校
で
の
大
会
全
国
大
会
で
も
二

度
優
勝
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
度
も
栄
冠
を
つ
か

ん
だ
こ
と
の
な
い
東
大
と
違
っ
て
、
覇
権
を
取
っ
た

時
代
が
一
高
野
球
部
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
一
高
も
、
一
九
四
八
年
の
学
制
改
革
と
と

も
に
野
球
部
は
消
滅
し
、そ
の
歴
史
を
終
え
て
い
る
。

東
大
の
部
活
動
で
は
Ｏ
Ｂ
会
が
一
高
の
同
じ
部
を

「
先
輩
」
と
扱
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
、
駒
場
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
一
高
を
想
起
さ
せ
る
名
前
や
施
設
が

残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
東
大
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、

一
高
野
球
部
を
あ
く
ま
で
全
国
の
出
身
高
校
の
一
つ

と
み
な
し
、
一
高
野
球
部
Ｏ
Ｂ
を
東
大
野
球
部
Ｏ
Ｂ

会
員
と
は
し
て
い
な
い
。
一
高
は
廃
校
と
同
時
に
東

大
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、「
旧
制
一
高

（
現
東
大
教
養
学
部
）」
と
内
外
で
記
述
さ
れ
る
が
、

野
球
部
に
つ
い
て
は
そ
の
表
現
は
当
た
ら
な
い
こ
と

に
な
る
。

そ
れ
で
も
筆
者
は
百
年
史
編
集
委
員
の
一
人
と
し

て
、
一
高
野
球
部
の
業
績
を
伝
承
す
る
使
命
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
て
い
る
。
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ
る
野

球
部
百
年
史
に
も
一
高
小
史
の
章
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
（
疑
問
視
す
る
東
大
Ｏ
Ｂ
も
い
た
が
）、
執

筆
に
際
し
て
九
十
歳
に
な
る
最
後
の
一
高
Ｏ
Ｂ
に
何

度
も
取
材
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
エ

リ
ー
ト
校
で
あ
り
な
が
ら
野
球
で
も
覇
権
を
握
っ
た

一
高
野
球
部
の
精
神
を
東
大
の
現
役
部
員
も
学
ん

で
、
い
つ
か
は
優
勝
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
思

い
を
抱
き
な
が
ら
編
集
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。

（
昭
和
五
十
九
年
卒
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
） 

地
方
に
飛
び
込
み
、
知
恵
や
ア
イ

デ
ア
で
流
れ
を
変
え
る
お
し
ご
と

矢
吹　
穣

「
手
触
り
感
」
の
な
さ
と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う
か
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
で
働
い
て
い
る
と
、
と
き

ど
き
提
案
の
先
の
結
果
が
見
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
大
枠
を
決
め
る
ま
で
が
仕
事
、
そ
れ
が
役
割
。

数
値
上
は
大
き
な
仕
事
で
あ
る
反
面
、
一
人
一
人
の

「
あ
り
が
と
う
」
が
見
え
に
く
い
。
そ
ん
な
中
で
、

あ
る
サ
イ
ト
で
見
つ
け
た
中
小
企
業
支
援
施
設
。
そ

れ
が
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ｆ
│

Ｂ
ｉ
ｚ
（
え

ふ
び
ず
）
と
の
最
初
の
出
逢
い
で
し
た
。

静
岡
県
の
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ｆ
│

Ｂ

ｉ
ｚ
は
、「
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
で
流
れ
を
変
え
る
」「
お

金
を
か
け
ず
に
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
」
中
小
企
業
支
援
施
設
で
す
。
事
業
者
と
の
相
談

は
一
回
一
時
間
、
無
料
で
何
度
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

従
来
の
中
小
企
業
支
援
と
は
異
な
り
、
基
本
的
に
決

算
書
は
見
な
い
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
等
も
行
わ
な
い
。

た
だ
、
相
談
者
の
お
話
を
聞
く
な
か
で
、
本
人
が
気

づ
い
て
い
な
か
っ
た
強
み
を
見
つ
け
、
具
体
的
な
提

案
を
以
て
、
結
果
が
出
る
ま
で
支
援
を
す
る
。
そ
ん

な
シ
ン
プ
ル
だ
け
ど
、
や
っ
て
み
る
と
な
か
な
か
大

変
な
相
談
ス
タ
イ
ル
で
す
。

わ
た
し
は
、
人
口
一
万
人
の
ま
ち
、
島
根
県
邑
南

町
（
お
お
な
ん
ち
ょ
う
）
で
、
ｆ
│

Ｂ
ｉ
ｚ
を
モ
デ

ル
と
し
た
邑
南
町
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
お
お

な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ
（
お
お
な
ん
び
ず
）
の
セ
ン
タ
ー
長
と

し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
十
二
月
末
時

点
で
、ｆ
│

Ｂ
ｉ
ｚ
を
モ
デ
ル
と
し
て
採
用
し
「
〇
〇

Ｂ
ｉ
ｚ
」
と
呼
ば
れ
る
中
小
企
業
支
援
施
設
は
、
北

は
北
海
道
釧
路
市
か
ら
、南
は
熊
本
県
人
吉
市
ま
で
、

全
国
二
十
か
所
の
自
治
体
に
広
が
り
ま
す
。
お
お
な

ん
Ｂ
ｉ
ｚ
は
、
人
口
規
模
が
一
番
小
さ
な
自
治
体
で

始
ま
っ
た
ビ
ズ
で
す
。

具
体
的
な
支
援
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
昨

今
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」。
邑

南
町
で
も
、
町
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
べ
く
、
様
々
な

商
品
開
発
が
進
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
納
税
額
を
伸

ば
す
手
法
を
な
か
な
か
見
出
せ
ず
に
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
役
場
の
担
当
部
署
と
の
打
ち
合
わ
せ
で
、
あ

る
提
案
を
し
ま
し
た
。
当
時
、
邑
南
町
で
は
、
お
米

の
定
期
便
の
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
（
邑
南
町
の
お
米

は
寒
暖
差
の
あ
る
土
地
で
栽
培
さ
れ
、
美
味
し
い
と

評
判
で
す
）、
ま
た
、
百
貨
店
が
高
額
納
税
者
向
け

に
ふ
る
さ
と
納
税
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
こ

と
な
ど
か
ら
、「
高
額
商
品
×
定
期
便
」
と
い
う
組

み
合
わ
せ
に
需
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。そ
こ
で
、

「
毎
日
食
べ
ら
れ
る
豚
」
と
し
て
有
名
な
邑
南
町
の
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石
見
ポ
ー
ク
を
活
用
し
て
「
豚
一
頭
の
定
期
便
」
と

い
う
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
、
商
品
開
発
の

末
、
三
五
万
円
以
上
の
寄
付
が
必
要
な
「
豚
一
頭
の

定
期
便
」
に
一
四
件
の
寄
付
が
い
た
だ
け
ま
し
た
。

数
億
円
規
模
の
取
引
を
動
か
し
て
い
る
人
の
中
に

は
、「
た
か
が
一
四
頭
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
約
一
万
人
の
邑
南
町
に
、

一
四
名
の
方
が
同
町
の
フ
ァ
ン
と
し
て
寄
付
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
と
い
う
事
実
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

「
手
触
り
感
」
は
、
東
京
の
有
楽
町
の
オ
フ
ィ
ス
の

中
で
、
一
二
イ
ン
チ
の
液
晶
画
面
を
見
な
が
ら
、

一
万
行
以
上
の
デ
ー
タ
を
扱
っ
て
い
た
と
き
に
は
、

な
か
な
か
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
と
も
と
自
動
車
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
始

ま
っ
た
社
会
人
生
活
。
店
頭
に
立
ち
、
お
客
様
を
お

迎
え
し
、
試
乗
車
を
洗
車
し
て
、
先
輩
セ
ー
ル
ス
マ

ン
の
お
客
様
の
試
乗
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
接
客
以
外

の
時
間
を
利
用
し
て
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
内
の
カ
タ
ロ

グ
を
補
充
し
、
車
庫
証
明
や
車
両
の
登
録
の
た
め
に

警
察
署
や
陸
運
支
局
へ
行
く
。
自
身
が
接
客
と
な
れ

ば
、
ク
ル
マ
の
用
途
や
趣
味
を
お
聞
き
し
、
仕
様
を

決
め
、見
積
書
を
作
成
し
て
、値
引
き
交
渉
を
し
て
、

注
文
を
い
た
だ
く
。
そ
ん
な
や
り
取
り
の
末
に
、「
あ

な
た
が
頑
張
っ
て
く
れ
た
か
ら
購
入
し
た
」
と
い
う
、

あ
る
証
券
会
社
の
副
社
長
か
ら
い
た
だ
い
た
一
言

は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
、「
お
金
を
使
っ
て
売
上
を
上
げ
る
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
企
画
す
る
販
売
企
画
と
な
り
、
グ
ル
ー

プ
内
に
お
け
る
日
本
支
社
の
貢
献
利
益
を
管
理
し
向

上
さ
せ
る
た
め
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
な
り
、
企
業

相
手
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
を
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
な
る
な
か
で
、
少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
、
お
客

様
の
声
や
「
手
触
り
感
」
が
薄
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
で
出
逢
っ
た
の
が
、
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ｆ
│

Ｂ
ｉ
ｚ
の
セ
ン
タ
ー
長
・
小
出
宗
昭
氏
。

「
小
さ
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
」
小
出

氏
の
姿
勢
に
共
感
し
、
大
学
時
代
か
ら
十
年
以
上
慣

れ
親
し
ん
だ
東
京
と
い
う
土
地
を
離
れ
、
地
方
で
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
心
に
決
め
ま
し
た
。

邑
南
町
に
移
住
し
て
、
は
や
四
ヶ
月
。
ア
メ
リ
カ

留
学
と
現
地
で
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、
日
本
で
は
外

資
系
Ｉ
Ｔ
企
業
で
も
働
い
て
い
た
妻
の
泉
さ
ん
と
共

に
、
相
談
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。
相
談
者
か
ら
は

「
こ
こ
に
来
る
と
元
気
に
な
れ
る
」「
相
談
に
行
く
た

び
に
前
向
き
に
な
っ
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
」
と
の
お

言
葉
も
。
こ
れ
か
ら
も
、
小
出
氏
か
ら
始
ま
る
ビ
ズ

モ
デ
ル
を
体
現
し
て
い
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
応

援
者
と
し
て
、
お
お
な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ
を
運
営
し
て
ま
い

り
ま
す
。

「
地
方
だ
か
ら
で
き
な
い
」
を
「
地
方
だ
か
ら
で

き
る
」
に
変
え
る
べ
く
。

（
平
成
十
九
年
度
入
学
文
科
一
類　

島
根
県
邑
南
町

し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
お
お
な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ
）

「
東
大
生
」と「
東
大
女
子
」の
狭
間
で

大
林
志
帆

東
大
の
女
子
学
生
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
、

『
ｂ
ｉ
ｓ
ｃ
Ｕ
ｉ
Ｔ
』
と
い
う
学
内
向
け
の
雑
誌
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
ク
ス
ッ
と
笑
え
る
し
ょ
う
も

な
い
ネ
タ
記
事
か
ら
、
東
大
で
過
ご
す
上
で
ち
ょ
っ

と
役
に
立
つ
よ
う
な
情
報
、
東
大
の
問
題
点
に
切
り

込
む
真
剣
な
調
査
記
事
ま
で
、
幅
広
い
内
容
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
発
行
は
春
と
秋
の
年
二
回
。
編
集
部

員
に
よ
る
手
渡
し
の
ほ
か
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
書
籍

部
な
ど
を
中
心
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
雑
誌
が
二
〇
一一
年
に
創
刊
さ
れ
た
当
時
は
、

読
者
と
し
て
女
子
の
み
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

男
女
比
八
：
二
、
女
子
同
士
が
交
流
す
る
機
会
が
少

な
い
と
い
う
東
大
の
環
境
を
問
題
視
し
た
女
子
学
生

が
、
女
子
が
「
東
大
の
女
友
達
と
話
し
て
い
る
か
の

よ
う
な
」
気
持
ち
で
読
め
る
、
情
報
交
換
の
場
と
な

る
よ
う
な
雑
誌
を
目
指
し
て
創
刊
し
た
の
で
す
。
し

か
し
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
徐
々
に
男
性
読
者
か

ら
の
感
想
も
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
読
者
を
女
子

だ
け
、
あ
る
い
は
男
子
だ
け
と
限
定
す
る
こ
と
自
体

が
そ
も
そ
も
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
、
私
の
代
か
ら
性
別
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
内
容
に

方
針
を
転
換
し
ま
し
た
。
男
子
学
生
か
ら
は
、
一
部

「
覗
き
見
感
が
減
っ
て
残
念
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま

す
が
（
笑
）、「
手
に
取
り
や
す
く
な
っ
た
」
と
と
て

も
好
評
で
す
。

一
方
で
、
ｂ
ｉ
ｓ
ｃ
Ｕ
ｉ
Ｔ
編
集
部
は
今
も
全
員

女
子
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
男

子
だ
け
で
盛
り
上
が
る
場
の
多
い
東
大
に
お
い
て
、

女
子
だ
け
の
場
が
あ
っ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と

い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
性
別
を
限
定
し
て
い
る

こ
と
を
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で

す
が
、
今
後
東
大
に
入
学
す
る
女
子
が
増
え
て
い
け

ば
、
女
子
に
限
定
す
る
意
味
も
な
く
な
り
、
男
子
の

入
部
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
日
も
来
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
純
粋
な
動
機
か
ら
、
近
い
将
来
、
私
に
男
子

の
後
輩
が
で
き
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

（
東
京
大
学
文
学
部 人

文
学
科
社
会
学
専
修 

三
年
）
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東
大
駒
場
友
の
会
第
四
回
活
動
報
告
会
の
お
知
ら
せ

二
〇
二
〇
年
六
月
十
三
日
（
土
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午
後
五
時
よ
り

（
予
定
）

会
場
：
駒
場
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ハ
ウ
ス
一
階　

セ
ミ

ナ
ー
室

詳
細
は
、
追
っ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。


